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研究要旨 

本研究では、男性同性間の性的接触による HIV 感染者およびエイズ患者報告数が著しく増加し

ていることから、大阪府、兵庫県、京都府に居住する MSM（男性と性的接触を有する男性）を対

象に、HIV 抗体検査促進のための啓発普及プログラムを実施し、HIV 抗体検査件数の増加、AIDS

発症者の抑制を図ることを目的としている。研究計画書に沿って平成 18（2006）年度から平成 22

（2010）年度にかけて、啓発、検査、相談、評価調査の体制の構築を図りつつ、1）HIV 抗体検査

受検行動を促進するための啓発資材・プログラムの開発と普及、2）HIV 抗体検査体制の整備と拡

大、3）相談体制の整備‐HIV 検査で陽性が判明した患者への受診支援の整備等‐の実施をおこな

った。   

 

Ａ．研究の目的 

エイズ予防のための戦略研究（以下、エイズ

予防戦略研究）は、HIV 検査を 2 倍に増加さ

せ、エイズ発症患者を 25％減少させることを

目標としている。この主目標を受けて、課題

1 研究では、首都圏および阪神圏に居住する

MSM（男性と性的接触を有する男性）を対象に、

HIV 検査促進のための啓発普及プログラムを

実施し、HIV 検査件数の増加、AIDS 発症者の

抑制を図ることを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 対象地域・対象者 

阪神圏では大阪府、兵庫県、京都府を対象

地域とし、それらの地域に在住する MSM を対

象者とした。 

 

2. 介入方法 

本研究では、MSM を対象に HIV 検査受検を

促進し、早期発見、早期受診によるエイズ発

症防止を図るために、アウトカム達成に向け

た介入の仮説（図 1）に基づき、MSM への啓発

体制、HIV 検査と相談体制、研究成果を把握

する調査体制のそれぞれが連動する研究体制

（図 2）を構築することとし、1）HIV 検査受

検行動を促進するための啓発資材・プログラ

ムの開発と普及、2）HIV 検査体制の整備と拡

大、3）相談体制の整備-HIV 検査で陽性が判

明した患者への受診支援の整備を以下のよう

に行った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）HIV 抗体検査受検行動を促進するための

啓発資材・プログラムの開発と普及 

HIV 検査受検行動の促進を目的とした啓発

資材を開発し、ゲイ商業施設、ゲイネットワ

ーク、ゲイメディア、保健所や検査機関を通

じて情報の浸透と普及拡大を図る。 

 

２）HIV 抗体検査体制の整備と拡大 

 ゲイ NGO の広報と連動した現行の保健所や

公的 HIV 検査機関における検査時間の延長、

検査日の拡大を図る。特に夜間及び休日に受

検可能な体制を働きかける。また、STD クリ

ニックなどの医療機関においてセクシュアリ

ティに配慮した HIV 検査を実施し、特定の保

健所において臨時の HIV 検査を実施する。 

 

３）相談体制の整備 

 HIV 検査受検前後に不安を抱える者を対象

とした MSM 向けの相談体制を整備する。 電話

相談員、対面相談員を育成し、相談機関を整

備する。HIV 抗体検査で陽性が判明した患者

の受診への不安を軽減し、早期受診を支援す

る体制を整備する。 

 

Ｃ．研究結果 

 研究計画に基づき、啓発、検査、相談、評

価調査のための研究体制の調整と構築を進め

つつ、京阪神において、1）HIV 検査受検行動

を促進するための啓発資材・プログラムの開

発と普及、2）HIV 検査体制の整備と拡大、3）

相談体制の整備-HIV 検査で陽性が判明した

患者への受診支援の整備等-を実施した。 

平成 18（2006）年度から平成 22（2010）年

度における、阪神圏地域の MSM を対象とした

介入プログラムの実施概要は以下の通りであ

る。 

 

１）HIV 抗体検査受検行動を促進するための

啓発資材・プログラムの開発と普及 

MSM に向けた HIV 抗体検査受検行動を促進

するための啓発資材・プログラムの開発と普

及を進めるに当たり、京阪神圏の MSM を利用

施設や利用ツール、年齢によってターゲット

グループを設定し、グループ別にプロジェク

トを設定した（図 3）。 

 

 

これらのプログラムを通じて、受検意欲・

行動を促進するための啓発、安心して受検で

きる検査機関の広報、検査前後の不安や悩み

についての相談機関の広報を展開した。さら

に、HIV 検査体制の整備と拡大、相談体制の

整備の進捗状況にあわせ、クリニック検査キ

ャンペーンの広報や、電話相談および新規陽

図２：エイズ予防戦略研究体制(阪神圏地域） 
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図１：アウトカム達成に向けた介入の仮説 

図３：ターゲットグループとプロジェクト 



 

 

性者プログラムの広報を実施した。 

平成 19年度から平成 22年度に実施した内

容を以下に示す。 

＊平成 18年度は、体制構築とプログラム準

備の期間であったためプログラムは実施

していない 

 

商業施設利用者に対する介入プログラム 

１)-① クラブ利用者に対する受検行動促進

啓発プログラム【ナイトプロジェクト】 

クラブパーティ会場において、クラブパー

ティ来場者（概ね 20代から 30代）を対象者

として、受検意欲・受検行動の促進を目的と

して、映像によるメッセージ発信、ノベルテ

ィグッズの配布（Safer Sexについて振り返

るきっかけとなる資材の提供）、相談機関や検

査機関の広報資材の配布などを実施した。 

＜平成 19年度＞ 

既存のクラブイベント（22イベント）との

連携により、16会場で啓発映像資材の上映を

行なったほか、映像資材と共通テーマのタオ

ル 2050 本、キャンペーンロゴをデザインした

コンドームキット 2050個、検査場案内フライ

ヤーやシールなどのセット 4100セットを配

布し、エイズ予防戦略研究のロゴ等や既存の

無料匿名の HIV 検査場の周知を図った。 

＜平成 20年度＞ 

前年度に引き続き、既存のクラブイベント

（13イベント）との連携により、7 会場で啓

発映像資材の上映を行なったほか、映像資材

と共通テーマのタオル 1480 本、キャンペーン

ロゴをデザインしたコンドームキット 5280

個、検査場案内フライヤー950枚、シールセ

ット 1530枚を配布し、エイズ予防戦略研究の

ロゴ等や既存の無料匿名の HIV 検査場の周知

を図った。 

＜平成 21年度＞ 

クリニック検査キャンペーンが本格的に展

開されるようになったため、その広報に重点

を置いてプログラムを展開することとした。 

既存のクラブイベント（15イベント）との

連携により、レッドアンクレットミサンガ

2950個、クリニック検査フライヤーなどを入

れたコンドームパック 4900個を配布した（コ

ンドームパックの中身は、クリニック検査フ

ライヤーの他に、コンドーム、ローションパ

ック、受検促進メッセージが記載したゲイ作

家のイラストカード、受検促進メッセージお

よび HIV 陽性とわかった人のための電話相談

【サポートライン関西】の紹介を掲載した

Safer SEX ガイド、PLuS+広報フライヤーな

ど）。  

＜平成 22年度＞ 

前年度に引き続き、クリニック検査キャン

ペーンの広報に重点を置いてプログラムを展

開することとした。 

2000 人以上の集客がある大型クラブイベ

ント（1イベント）との連携により、ジャケ

ットにクリニック検査広報を記載した特製

CD を 1000枚作成・配布した。 

そのほか既存のクラブイベント（5イベン

ト）との連携により、クリニック検査フライ

ヤーなどを入れたコンドームパック 350個を

配布した（パックの中身は、クリニック検査

フライヤーの他に、コンドーム、ローション

パック、受検促進メッセージが記載したゲイ

作家のイラストカード、受検促進メッセージ

およびサポートライン関西の紹介を掲載した

Safer SEX ガイド、PLuS+広報フライヤーな

ど）。 

 

１)-② ハッテン場における受検行動促進啓

発プログラム【HATTEN+】 

ハッテン場利用者に対して、HIV 検査の受

検の必要性を自分自身の問題として認識させ

ること、また検査に対する（その前後も含め

ての）不安を軽減できるようにすることを目

的として、パスターや広報資材を作成・配布

した。 

＜平成 19年度＞ 



 

 

ハッテン場利用者参加による情報提供資材

の開発チーム立ち上げた。 

・ハッテン場（商業施設系）の状況把握を行

なった。 

＜平成 20年度＞ 

施設内における効果的な掲示方法や配布方

法について、各施設に対してヒアリングを実

施した。 

ハッテン場施設内掲示専用ポスター3種類

を製作。大阪市内のハッテン場（24施設）に、

3種類各 56枚（合計 168枚）を配布した。 

＜平成 21年度＞ 

7～9月の期間に、協力の得られた大阪市内

のハッテン場（15施設）へ、クリニック検査

フライヤーなどを入れたコンドームパック

58800個配布した。2～3月の期間に、協力の

得られた大阪市内のハッテン場（16施設）へ、

コンドームパック 60000個を配布した。年度

配布合計は 118800個。パックの中身は、クリ

ニック検査フライヤーの他に、コンドーム、

ローションパック、受検促進メッセージを記

載した表紙カード、受検促進メッセージおよ

びサポートライン関西の紹介を掲載した

Safer SEX ガイドなど。 

コンドームパック配布の前後には、各施設 

に対してヒアリングを実施した。 

＜平成 22年度＞ 

 クリニック検査キャンペーンの広報資材の

配布のみで、ハッテン場に特化したプログラ

ムは実施していない。 

 

商業施設非利用者に対する介入プログラム 

１)-③ 一般街頭における受検行動促進啓発

プログラム【スライドショープロジェクト】 

ゲイ向け商業施設利用者のみならず、非利

用者に対しても予防情報を提供することを目

的としたプログラムで、ゲイ向け商業施設以

外の場所において、エイズに関する啓発情報

やメッセージを織り交ぜた映像作品を投影し、

受検行動をとる「きっかけ」となる意識の変

化を促すことを目指した。 

＜平成 19年度＞ 

 2 つの映像資材を作成・上映した。 

・「POSITIVE FRIENDS 〜HIV+の友だちがいる

あなたへ〜」カラー／18分、3会場で 16

回上映、観客数合計 2103 人 

・「SCENE H」カラー／28分、1会場で 5回上

映、観客数合計 4090 人 

＜平成 20年度＞ 

1 つの映像資材を作成・上映した。 

・「＋－＝○（ぷらす まいなす いこーる ま

る）」カラー／20分、3会場で 3回上映、観

客数合計約 2600～3000 人 

＜平成 21年度＞ 

1 つの映像資材を作成・上映した。 

・「FIVE ANDRONE」カラー／17 分、1会場で 1

回上映、観客数合計約 200 人 

＜平成 22年度＞ 

なし 

 

１)-④ 大型イベントによる受検行動促進啓

発プログラム【PLuS＋】 

ゲイ向け商業施設利用者のみならず、非利

用者に対しても予防情報を提供することを目

的としたプログラム。公園という公共のスペ

ースにおいてコミュニティフェスティバルの

形式をとった大型啓発イベントを開催するこ

とにより、普段はゲイ向け商業施設などを利

用しない層に対しても、地域のお祭りとして

参加来場を促し、情報伝達・受信を可能にし

た。このプログラムにより、 

・エイズの予防と共生について、コミュニテ

ィレベルでの共通の課題として取り組む意

識を醸成する。  

・大阪地域でエイズ対策に取り組む諸団体お

よびそれらをとりまくネットワークを可視

化させ、MSM がそれらに接触する機会を創

出する。 

・“ゲイコミュニティ”を顕在化させ、個々人

のセルフエスティームの向上に寄与する。 



 

 

ことを目指した。 

ステージ、展覧会、ブース展示、シンポジ

ウム、ワークショップなど総合的なプログラ

ムを企画し、ステージプログラムの中では検

査場の情報や予防啓発情報の広報を行なった。 

＜平成 19年度＞ 

10月 27 日に扇町公園をメイン会場に開催

した。イベント広報パンフレットを 9 月～10

月中旬に約 20000 部した。 推計来場者数は約

5000人であった。このうち約7割（推計約3300

人）がゲイ・バイセクシュアル男性であった。 

＜平成 20年度＞ 

10月 12日に扇町公園をメイン会場に開催

した。クリニック検査の広告などを掲載した

イベント広報パンフレットを約 20000 部配布

した。推計来場者数は約 6000 人であった。来

場者の約 6割（推計約 3600 人）がゲイ・バイ

セクシュアル男性であった。 

＜平成 21年度＞ 

10月 12日に扇町公園をメイン会場に開催

した。クリニック検査や陽性者サポートライ

ン関西の広告などを掲載したイベント広報パ

ンフレットを 9月～10月上旬に約 17000部配

布した。推計来場者数は約 5500 人であった。

来場者の約 6割（推計約 3500 人）がゲイ・バ

イセクシュアル男性であった。 

＜平成 22年度＞ 

10 月 10 日に扇町公園をメイン会場に開催

した。クリニック検査や陽性者サポートライ

ン関西の広告などを掲載したイベント広報パ

ンフレットを 9月～10月上旬に約 20000部配

布した。推計来場者数約 6300 人であった。来

場者の約 6割（推計約 4000 人）がゲイ・バイ

セクシュアル男性であった。 

また、HIV 検査会場になかなか足が向かな

い MSM に対して受検機会を設ける目的で、

PLuS+の会場内において HIV即日検査会「MaQ」

を、大阪市保健所を初め、様々な組織との協

働で実施した。受検者数は 169人で、受検者

全員が結果を受取った。HIV 陽性は 6 人であ

った。 

 

インターネット利用者に対する介入プログラム 

１)-⑤ インターネットを利用した受検行動

促進啓発プログラム【WEB プロジェクト】 

インターネット利用者に対する介入プログ

ラムとして、PCおよび携帯電話からのアクセ

スに対応した複数のホームページを運営した。 

それぞれのサイトは、クライアントのニー

ズに合わせてテーマが異なり、これによりフ

ァーストコンタクトの窓口を多様化させ、

様々なニーズのクライアントを引きつけるこ

とを目指した。それぞれのサイトが互いに連

動・補完することで、HIV/STI についての意

識・知識の向上および行動変容や、受検意欲

と受検行動の促進を行なった。 

「dista.b」「SSI（SAFER SEX info）」

「PLuS+FINAL」「MASH web大阪」の 4つのサ

イトを運営しコンテンツの継続的な整備、広

報を行った。 

・「dista.b」：コミュニティポータルサイト。 

・「SSI（SAFER SEX info）」：STI について病

名や症状や行為などから検索可能。 

・「PLuS+」：大型イベントのホームページ。 

・「MASHWEB」：MASH 大阪公式ホームページ。 

 

 

 

これらのうち「dista.b」は、中核となるサ

イトで、検査場情報や、関西の HIV/AIDS の予

防・支援団体情報などが中心のお役立ちリン

図 4：サイト間の連携イメージ 



 

 

ク集を整備したほか、無関心層を引きつける

為のコンテンツも多数展開した。各年度の月

平均のアクセス数は、 

・平成 19年度が（PC）約 1200/（携帯）なし 

・平成 20 年度が（PC）約 2900/（携帯）約 3000 

・平成 21 年度が（PC）約 3600/（携帯）約 2500 

・平成 22 年度が（PC）約 4300/（携帯）約 2100

であった。 

そしてこの「dista.b」から戦略研究で実施

されている検査促進に関するキャンペーンへ

のアクセスや「Safer Sex Info.」などの情報

資源のページへのアクセスが得られていた。 

また、「PLuS+」は開催前月からセッション

数が急増し、これに牽引される形で他のサイ

トへのアクセス数も増加した。 

 

 

 

＜平成 19年度＞ 

9 月に４つのサイトを開設した。次年度か

らの商業施設利用層、インターネット利用層

に向けた受検行動促進啓発の基盤が構築され

た。「dista.b」においては、無関心層を引き

付けるためのコラム記事の充実を図った。年

間合計セッション数は PCからのアクセスが

7547であった（9 月より集計開始）。 

＜平成 20年度＞ 

「dista.b」においては、関西の HIV/AIDS

の予防・支援団体情報などを中心としたお役

立ちリンク集を整備したほか、無関心層を引

き付けるためのコラム記事の充実を図った。

またクリニック検査キャンペーンの試行に合

わせ専用ページを作成した。年間セッション

数は、（PC）34657/（携帯）18704（10月より

集計開始）であった。  

「PLuS+」は、開催前月からセッション数が

急増し、開催月である 10月は PC と携帯から

のアクセス数合計が 10911 であった。 

＜平成 21年度＞ 

「dista.b」においては、関西の無料匿名検

査場の検索システムとして関西 HIV無料・匿

名検査場ナビを整備したほか、引き続き無関

心層を引き付けるためのコラム記事の充実を

図った。またクリニック検査キャンペーンの

本格的な展開に合わせ専用ページを作成した。 

年間セッション数は、（PC）42486/（携帯）29999

であった。  

「PLuS+」は、開催前月からセッション数が

急増し、開催月である 10月は PC と携帯から

のアクセス数合計が 11208 であった。 

＜平成 22年度＞ 

「dista.b」においては、引き続き無関心層

を引き付けるためのコラム記事の充実を図っ

た。またクリニック検査キャンペーンの専用

ページを作成した。 

年間セッション数は、（PC）39025/（携帯）

19303 であった。 （＊いずれも 12月末まで） 

「PLuS+」は、開催前月からセッション数が

急増し、開催月である 10月は PC と携帯から

のアクセス数合計が 12163 であった。 

 

中高年 MSM に対する介入プログラム 

１)-⑥ 中高年MSMを対象とした受検行動促進

啓発プログラム【ミドルエイジプロジェクト】 

エイズ発症での報告割合の高い中高年 MSM

（21 年度より、45歳以上をメインターゲット

図 5：PCサイトアクセス数の推移 

図 6：携帯サイトアクセス数の推移 



 

 

と設定）に対して、HIV/STI についての意識・

知識の向上・行動変容、受検意欲と受検行動

の促進（HIV 検査受検の必要性の認識強化、

受検への不安を軽減）を目的としたプログラ

ム。ニーズアセスメント調査（質的調査実施、

量的調査データの再分析）により、対象層に

おける HIV/STI 予防および受検行動の促進要

因や有効な啓発手法（情報伝達媒体など）に

関わるニーズを把握したうえで、得られたニ

ーズにそってプログラムを立案・執行した。 

＜平成 19年度＞ 

質的調査チームを立ち上げてインタビュー

ガイドを作成し、これに基づいて半構造化面

接によるインタビュー調査を実施した。 

＜平成 20年度＞ 

前年度実施したインタビュー調査について

分析を行なった。その結果、特徴的な概念と

して中高年 MSM には若者との対等で社会的な

関係の構築欲求があり、MSMネットワークに

おける世代・年齢による断絶があることが明

らかとなった。このことから中高年に対する

予防啓発プログラムは、若年層とは別に、極

めてオリジナルな形で展開する必要性が強く

示唆された。 

＜平成 21年度＞ 

これまで大阪で行われてきた MSM に対する

量的調査データの再分析を実施した。その結

果、45歳以上の年齢層において、予防知識・

行動、受検経験などが低いことが改めて明ら

かとなり、メインターゲットを 45歳以上に設

定することとした。 

＜平成 22年度＞ 

前年度までの調査結果をふまえ、商業施設

オーナー・従業員を読者に想定した「ミドル

エイジ向けセクシュアルヘルス・ガイドブッ

ク」を作成し、190 軒のゲイ向け商業施設に

500 冊配布した。目的はコミュニティのキー

パーソンである商業施設オーナー・従業員へ

の情報提供であり、商業施設の顧客への配布

は想定していない。配布の際、顧客年齢層の

高い新世界エリアにおいて、新たに 14店舗と

連携を進めることができ、中高年に特化した

資材であれば受け取ってもらうことができる

ことがわかった。 

 

STDクリニックでの受検を促進するプログラム 

１)-⑦ STD クリニックでの受検を促進するプ

ログラム【クリニック検査キャンペーン広報】 

利用施設や利用ツール、年齢によってター

ゲットグループ別設定したプログラムに取り

入れる形で、さらには別の手法を用いて、ク

リニック検査キャンペーンの広報を、MSM 向

け商業施設を中心として実施した。それらを

まとめると以下のようになる。 

＜平成 19年度＞ 

3 月からのクリニック検査キャンペーンの

試行に伴い、キャンペーン冊子を 197 軒に

8910 部と、ポスターを 194軒に 194部配布し

た。さらにコミュニティペーパー「SaL+」に

紹介記事を掲載した。 

＜平成 20年度＞ 

9 月からのクリニック検査キャンペーンの

試行に伴いキャンペーン冊子を318軒に6800

部配布した。また PLuS+2008パンフレットに

広告を掲載して約 20000 部配布した。さらに

コミュニティペーパー「SaL+」に紹介記事を

掲載した。 

＜平成 21年度＞ 

 クリニック検査キャンペーンの本格的な展

開を受けて大規模な広報展開を行なった。 

5月に 185軒の MSM 向け商業施設にキャン

ペーン冊子を 5445 部配布した。 

クラブ用コンドームキットに広報フライヤ

ーを封入し 4900個、ハッテン場用コンドーム

キットに広報フライヤーを封入 58800個配布

した。 

また PLuS+2009 パンフレットに広告を掲載

して約 17000 部配布した。 

さらにコミュニティペーパー「SaL+」に紹

介記事を掲載した。 



 

 

実施期間中のクリニック検査キャンペーン

のホームページアクセス数は、(PC)3530/(携

帯)5,793 であった。 

＜平成 22年度＞ 

前年度に引き続き、クリニック検査キャン

ペーンの本格的な展開を受けて大規模な広報

展開を行なった。 

5月に 225軒の MSM 向け商業施設にキャン

ペーン冊子を 6,500 部とポスターを 195枚、

11月に193軒のMSM向け商業施設にキャンペ

ーン冊子を 5,850 部配布した。 

クラブ用コンドームキットに広報フライヤ

ーを封入し 350個、バー場用コンドームキッ

トに広報フライヤーを封入し 15,330個配布

した。 

また PLuS+ FINAL パンフレットに広告を掲

載して約 20,000 部配布した。 

さらにコミュニティペーパー「SaL+」に紹

介記事を掲載した。 

実施期間中のクリニック検査キャンペーン

のホームページアクセス数は、(PC)4031/(携

帯)7230 であった。 

 

２）HIV 抗体検査体制の整備と拡大 

阪神圏地域において HIV 抗体検査体制の整

備と拡大を進めるにあたり、①MSM が心理的

に安心していける検査場かどうか、②MSM が

物理的にアクセスしやすい検査場かどうか、

という２つの要素に留意する必要がある。こ

れら①と②を同時に満足させる検査事業のモ

デルは、かつて NPO CHARM が大阪府・大阪市

の委託事業として北区堂山町で行なっていた

HIV 抗体検査に求められる。 

したがって本研究では、上記モデルになら

い、当該地域の MSM が心理的・物理的にアク

セスしやすい検査場を創造し検査の機会を大

幅に拡充することを目指した。 

 

２)-① クリニック検査キャンペーン 

性感染症の既往がある受診者に HIV 検査を

勧める STDクリニックにおいて、HIV 陽性者

が比較的高率に見つかる事が報告されている。

そこで、MSM が受診しやすい STDクリニック

を開拓し、そのクリニックを受診する MSM に

HIV 検査を勧奨してもらえれば、自発的に保

健所へ HIV 検査に行かないがリスクは高い

MSM の HIV 検査受検率が上昇するのではと考

えた。そういう状況を構築する事を目的に、

STDクリニックに MSM の積極的な受け入れの

協力を仰ぎ、協力の得られたクリニックを定

点とした HIV 検査キャンペーンを実施し、ク

リニック側には MSM との応対に慣れてもらい、

MSM には積極的な診療所の存在を知ってもら

う機会を作った。 

＜平成 19年度＞ 

平成 19年度は 3クリニックと連携し、キャ

ンペーンの広報、臨床検査会社へ委託したス

クリーニング検査における検体と結果(情報)

の流れの確認等のため、先行調査として約２

ヶ月間、検査キャンペーンを行った。スタイ

ルとしては、MASH 大阪がゲイコミュニティ向

けに検査キャンペーンの広報を行い、それに

暴露されたクライアント(MSM)が協力クリニ

ックを訪れ、1000円を支払って HIV 検査を含

む性感染症の検査を受検するというものであ

った。協力クリニックは、大阪 STI 研究会の

協力を得て探し、大里クリニック、大国診療

所(現そねざき古林診療所)、岩佐クリニック

の協力を得た。検査項目は HIV の抗原・抗体、

HBV の HBs抗原、梅毒の抗体(STS, TP)であっ

た。 

先行研究の結果、受検者数は 28名(14名/

月)とそれ程多くは無かったが、HIV 陽性者数

は 4名(陽性率 14.3%)と比較的多かった。 

＜平成 20年度＞ 

平成 20 年度はさらに４クリニックの協力

が得られ、合計７クリニックで検査キャンペ

ーンを行った。新たな協力クリニックは、亀

岡クリニック、菅野クリニック、田端医院、

高田泌尿器科であった。検査期間は約 1ヶ月



 

 

半しかとれず、検査項目に関しては前年度と

同じで行った。 

結果、受検者数は 17名(11 名/月)と伸び悩

み、HIV 陽性者数は 1名(5.9%)であった。ま

た、大阪府内には一般医療機関の HIV暴露事

故対策が行政として行われていなかった事か

ら、研究班と大阪 STI 研究会の双方から大阪

府・大阪市に改善を申し入れた。その結果、

一般医療機関の HIV暴露事故時にも拠点病院

において抗 HIV薬を緊急処方してもらえる制

度が整備された。 

＜平成 21年度＞ 

平成 21 年度、クリニックの協力で検査期間

を 8 ヶ月間(5月から 12月)と大幅に延長し、

また検査項目も HCV の抗体、クラミジアの遺

伝子、淋菌の遺伝子の計６疾患７項目と増や

した。 

その結果、受検者数は 272 名(34名/月)と

増加した。またHIV陽性者数も12人と増加し、

陽性率は、20歳代 5.0％、30歳代 4.5％、40

歳代 5.8％、全体では 4.4％であった。陽性者

の 11 名が、全受検者の半数以上を占めるそね

ざき古林診療所で受検するなど、診療所ごと

の受検者に偏りが見られた。 

この年、保健所の HIV 検査数が新型インフ

ルエンザの影響と見られる減少傾向を全国的

に示したのに対し、本検査キャンペーンにお

いてはキャンペーン開始当初より終了に向け

て増加傾向を示した。 

＜平成 22年度＞ 

平成 22 年度は、淋菌の検査を取りやめた事

以外、前の年とほぼ同様のキャンペーン内容

で行った。 

その結果、受検者数は前年とほぼ同様の

263 名(33 名/月)であり、陽性者数は最多の

15名であった。陽性率は、20歳代 4.5％、30

歳代 7.2％、40歳代 5.9％、50歳代 7.7％、

全体では 5.7％であった。平成 21年度はほと

んどの陽性者がそねざき古林診療所に集中し

ていたが、本年度はそねざき古林診療所が多

かったものの(8名)、他のクリニックにも分

散してみとめられた(岩佐クリニック 4名、高

田泌尿器科 2 名、亀岡クリニック 1 名)。 

 受検者数の推移は、前年度と同様に時間の

経過と共に増加した。 

 

２)-② HIV 迅速検査会【MaQ】 

HIV 感染の可能性の高い状況にありながら、

わざわざ HIV 検査には行かない（または行け

ない）人たちへ、「来るのを待っている」ので

はなく「いる場所に出向く」スタイルでの HIV

検査相談を提供することにより、潜在的 HIV

陽性者の早期受検・早期受診を促進し、発症

してから HIV 感染に気付く人を減らすことを

目的として、平成 22年 10月に PLuS+会場に

おいて、HIV 迅速検査会【MaQ】を実施した。 

近隣自治体の保健師など 87 名のスタッフ

の参加を得て、PLuS+ FINALの開催時間中に、

メイン会場の扇町公園特設検査場で採血を行

ない、約 1時間後に、検査結果通知会場とし

た大阪市北区保健福祉センターで結果の通知

をする（ただし、確認検査が必要となった方

には、翌日に確認検査結果を受け取りに、再

度お越しいただく）というデザインで設定し

た。 

イベント開催時間内に当日の結果通知を終

了できるよう、受け入れ可能な受検者数の限

界を 200 人と設定した。その限られた枠内で、

受検する必要性の高い人たちがより多く受検

できるよう、事前に大規模な広報は行わず、

会場内にて案内する方法をとった。さらに受

検希望者に対し確認用紙を用いて個別にリス

クスクリーニングを行ない、HIV に感染する

機会がほとんどなかったと判断される方や、

定期的に検査を受けている方などには受検を

ご遠慮いただくという形式で行なった。 

受検者の多くは検査を目的にイベント会場

に来る人ではないため、検査を受けることや

結果を受け取ることへの準備性は低いと予想

された。また、イベントとしての高揚感と検



 

 

査のシビアさの間には落差が大きいため、支

援・相談・医療のリソースを充実することに

努めた。 

要確認検査や陽性とわかる人のために、地

域に存在する支援サービスとの積極的な連携

によりサポートを充実させた。準備したサポ

ートには、陽性者向けの電話相談との連携に

よる検査会のための臨時電話相談実施、採血

および結果通知会場に相談員待機、陽性結果

通知場面にカウンセラーやソーシャルワーカ

ー待機、陽性者向けサービスの資材配布、

PLuS+に出展するサポート関連ブースとの連

携などが含まれた。なお陽性とわかる人に紹

介する医療機関についても初診時の手続きを

含めた情報を収集するとともに紹介させても

らうことを伝えた。 

イベント会場の場で要確認検査結果を受け

取ることは受検者にとって心理的負担がある

ということが危惧されたため、結果通知会場

をイベント会場の近隣の別会場に設置した。

これにより、要確認検査結果を受け取った人

の中でイベント会場に戻りたくない人にとっ

ての選択肢を設けることができた。 

匿名性の保持のため、受検者には受検番号

を発行し、その番号にてすべての行程を実施

した。HIV 陽性結果の場合も名前や連絡先は

一切得ず、紹介状は受検番号にて記載し、受

診回答書も同番号での返信を医療機関に依頼

した。本人の受診時期や受診医療機関につい

ての決定を尊重し病院への同行はしないこと

とした。 

事業評価のため、受検者数・結果受取数・

陽性結果数等を把握すること、また医療機関

へ受診回答書の返信を依頼し、陽性とわかっ

た人の受診率を把握することとした。受検者

には任意記入の感想アンケートへの協力を依

頼した。 

実施の結果、受検希望者 214人、リスクス

クリーニング後の受検希望者 172 人、最終的

な受検者 169人（途中キャンセル 3 人）とな

った。169 人全員が結果を受け取った。その

うち要確認検査結果を受け取った 6人の全員

が翌日の確認検査結果を受け取り、全員が陽

性結果であった。この 6人は全て同性間の性

的接触経験のある男性であった。この 6人に

は HIV の専門治療病院を紹介し、全ての方が

受診したことを確認した。 

169人の受検者のうち 147人が同性間の性

的接触経験のある男性であった。この中で 6

人が HIV 陽性と判定されたことから、同性間

の性的接触経験のある男性の約25人に1人が

HIV 陽性であったという結果となった。さら

に、関西地域在住者に絞ってみた場合、約 20

人に 1人の割合であった。 

 

 

３）相談体制の整備 

阪神圏では MSM を対象にしたエイズ相談機

関が限られており、特に HIV 陽性者に対応し

た電話相談体制が脆弱な環境にあった。この

ことから本研究では東京で実績のある特定非

営利活動法人ぷれいす東京に電話相談体制構

築について委託し、岳中美江（財団法人エイ

ズ予防財団/特定非営利活動法人 CHARM）を中

心とした陽性者支援のための体制「陽性者サ

ポートプロジェクト関西（POSP）」を組織した。 

POSP は、関西で生活する HIV 陽性とわかっ

た人たちが日常のこと、医療のことなどにつ

いて、いつでも相談でき、安心してサポート

を利用できる環境を整備することを目標にし

て活動した。戦略研究期間中に、MSM を含む

陽性者が必要とする相談サービスなどを立ち

上げることや、陽性者が生活する地域の支援

環境を向上することを目指した。関西地域に

おいて優先的に必要なサービス、かつ地域で

継続可能なプログラムを立ち上げることとし、

まずは陽性者の利用しやすいサポートの窓口

として、電話相談の設立をすることとした。 

また、陽性判明直後の支援が非常に大事で

あること、対面での支援が可能なプログラム



 

 

が電話相談からつなぐリソースとしても必要

であることから、判明後間もない人を対象と

したグループプログラムの立ち上げに着手す

ることとした。 

地域の支援環境向上については、自治体と

連携しながら、陽性とわかる人および地域に

生活する陽性者に接する可能性のある保健師

等の研修や支援者のネットワーク構築、陽性

結果通知用の資材作成に取り組むこととした。 

 

３)-① HIV 陽性とわかった人のための電話

相談【POSP 電話相談（陽性者サポートライン

関西）】 

電話相談は、HIV 陽性者への直接支援をす

ること、および相談者から得た情報を地域環

境向上に役立てることを目的とした。具体的

には、①話しにくい・話す場所がない・どこ

に話したらよいかわからない人に相談機会を

提供する、②利用者の状況をアセスメントし

て、気持ちと環境部分を整理する、③情報提

供を行い、選択肢の幅を広げて本人の選択を

支援する、④受診を支援する、⑤医療や行政

対応についての不満等を聞く、⑥検査環境に

ついての利用者評価情報の収集をすることと

した。毎週水曜日 19 時から 21時に相談を実

施した。 

＜第１段階 立ち上げ・開始期＞ 

電話相談の立ち上げについて、2007年から

陽性者サポートプロジェクト関西（POSP）の

運営会議にて検討を重ねて、方針や対象者を

決定した。限られた日時の実施であるため、

開設にあたって対象者を優先度の高い HIV 陽

性とわかって間もない人にしぼった。名称は

「陽性者サポートライン関西」とした。2007

年10月から相談員2人体制で相談を開始した。 

2007 年 10 月〜2009 年 10 月の相談件数は

67 件であった。その内訳は、陽性者本人 46

件、スクリーニング陽性の本人 3件、パート

ナー・配偶者 2件、親・子 1 件、友人 1件、

その他（感染不安等）14件であった。 

＜第２段階 対象者の見直し・定着期＞ 

2009年6月に対象者などの見直しを行なっ

た。その結果、7 月から HIV 陽性者全般およ

びパートナーや家族などの周囲の人でどこに

相談したらよいかわからない人も対象とする

こととした。また、ひよっこクラブの設立に

ともなうウェブサイトのリニューアルを機に、

名称を「POSP電話相談」に変更した。10月に

対象および名称の変更についての周知を開始

した。 

2010 年 10月に PLuS+ FINALに合わせて実

施された HIV迅速検査会 MaQにおいて、要確

認検査を受け取る人および陽性結果を受け取

る人向けに臨時電話相談を当日と翌週（計 6

日）に実施した。 

2009年11月〜2011年 3月の相談件数は 46

件であった。その内訳は、陽性者本人 12件、

スクリーニング陽性の本人 6 件、パートナ

ー・配偶者 4件、親・子 2 件、友人 0件、そ

の他（感染不安等）22件であった。 

(相談員養成) 

安定した電話相談運営には不可欠である相

談員増員のため、2008 年 9 月から相談員の研

修を開始した。試行段階を経て、オンジョブ

研修システムを構築した。また、相談員と兼

任ではあるが、プログラムのコーディネータ

ーと、主に研修を担当するスーパバイザーを

役割分担して置くこととした。研修者が電話

相談員になるまでの流れは、①コーディネー

ターによるオリエンテーションを受ける、②

ケースカンファレンスに参加する、③実際の

電話相談対応を見学するとともに、スーパバ

イザーとロールプレイをする、④スーパバイ

ザー同席のもと電話相談に対応する、⑤スー

パバイザーおよびコーディネーターと本人の

判断により相談員となる、というものである。 

これまでは HIV関連の対人援助の経験があ

る人をリクルートして研修を実施しており、

計 4人が研修に参加した。2009年 11月に１

人（研修期間 14ヵ月）、2010 年 3月に 1人（研



 

 

修期間 17ヵ月）、2011 年 2月に 1人（研修期

間 13ヵ月）が研修を修了し、現在では 5人の

相談員体制で運営している。 

相談員（研修者）の増員にともない、2009

年 4 月からケースカンファレンスを月に一度

開催することとした。相談員と研修者全員が

集まり、毎月の相談ケースの共有と電話相談

運営について検討する会とし、毎月第一火曜

日に実施した。 

＜第３段階 今後へ向けて＞ 

電話相談を開設した2007年10月から2011

年3月までの相談件数合計は113件となった。

陽性者本人の相談に多く含まれた内容は、周

囲の人への告知について、仕事や学業、病気

の見通し、医療費、身体障害者手帳、病院選

択、他の陽性者の様子、服薬、セックスライ

フ等であった。 

スクリーニング検査結果が陽性で確認検査

結果前の人からの相談では、今後の見通し、

寿命の心配、医療費の心配について多く相談

された。 

陽性者本人からの相談数は増えてはいない。

一方で感染不安の相談や関西地域以外からの

相談は増えている傾向がある。陽性者の電話

相談数が増えていない理由として、HIV 陽性

と知る場面および初診時において、丁寧なケ

アが行き届いてきており、判明直後に特有の

心配が軽減されている可能性や、周囲の人や

インターネットにより自ら情報を得ることが

できる環境になってきていることが考えられ

る。 

一方で、インターネットを利用せず情報を

得にくい、相談できる人がいない等、相談機

会を十分に得ていない層の存在もあることが

推測される。また、長期的に HIV とつきあう

中で、医療機関へ行く頻度は少なくなること、

また医療的には安定している場合などは、医

療機関では相談しにくいことも考えられる。

このような層へ、電話相談の存在をわかりや

すく周知する必要がある。 

また、陽性者のパートナーや家族など周囲

の身近な人にとっては、陽性者以上に相談で

きる場所が不足していることから、当電話相

談は周囲の人も利用できることも合わせて、

必要な人に届くように周知していくことが重

要である。 

なお、人材等の限界から、週に 1 度、2 時

間の相談を実施してきたが、思い立ったとき

にいつでも相談できるような体制をつくるこ

とで、必要な人がより利用しやすくなるであ

ろう。そのためには相談員の研修を継続する

ことで日時の拡大を検討することが必要であ

る。 

 

３)-②HIV 陽性とわかって間もない人のため

のグループミーティング「ひよっこクラブ」 

ひよっこクラブは、HIV 陽性とわかって間

もない時期によりよいスタートを切るための

支援を目的としており、陽性者を含む 2 人の

スタッフが進行を手伝いながら実施する全 3

回の少人数制グループミーティングである。2

回目には医師による医療情報セッションを含

めている。1 年に 3～4 期の実施を目指した。

HIV 陽性判明から半年以内の人を主な対象と

しており、参加者を募って実施している。 

新しいプログラムであるため、開始から間

もない時期の参加者募集については、医療機

関からの紹介が必要であると考えた。関西地

域の主要な拠点病院のナースやソーシャルワ

ーカー、および派遣カウンセラー等に、参加

対象者についての説明を行い、参加対象者に

対して事前の説明や参加条件の確認をするイ

ンテイクの実施を依頼した。これら紹介者に

よるインテイクを受けた参加希望者は、ひよ

っこクラブコーディネーターによるオリエン

テーションを受けた上でプログラムに参加す

る流れとした。フライヤーやウェブサイトを

見て、直接ひよっこクラブ事務局に申し込み

をしてきた参加希望者は、コーディネーター

によるインテイクとオリエンテーションを経



 

 

てプログラムに参加する流れとした。 

スタッフ構成は、陽性者スタッフ（ピアサ

ポーター）、対人援助等の専門職スタッフ（ス

タッフサポーター）、医師のスタッフ（メディ

カルサポーター）、コーディネーターである。

毎期後に実施する振り返りミーティングには、

これらのスタッフに加え、PGM のコーディネ

ーター（アドバイザー）とサポーター候補者

も参加している。 

＜第１段階 立ち上げ準備期＞ 

ぷれいす東京の新陽性者 Peer Group 

Meeting（PGM）コーディネーターの協力を得

て、2008 年 9 月から新陽性者向けのグループ

ミーティング立ち上げの準備を開始した。陽

性者と専門職からなる準備検討会を開催する

とともに、準備に関わる関西メンバーが交代

で PGM のスタッフ振り返り会に参加した。PGM

のプログラムを参考に、関西地域に適したプ

ログラムを構築した。また、スタッフのリク

ルートも行なった。 

＜第２段階 開始期＞ 

2009年 8月〜9月に第 1 期を実施した。参

加申し込みは 7人（紹介者経由 6 人、直接申

し込み 1 人）で、参加者は 6人であった。第

2 期を 2010 年 1月〜2月に実施した。参加申

し込みは 5人（紹介者経由 3 人、直接申し込

み 2 人）で、参加者は 5人であった。いずれ

の開催期も、参加者は全回参加した。 

＜第３段階 定着期＞ 

第 3期はもともと2010年 4月の開催を予定

しており、紹介者経由の申し込みが 6人あっ

たが、オリエンテーションにいたらず 6月〜7

月に実施することとして改めて参加者を募集

した。6 人の参加申し込みがあり（紹介者経

由 5 人、直接申し込み 1 人）、2人はオリエン

テーションにいたらず、4 人が参加した。そ

のうち 1 人は 1回目のみの参加であった。 

第 4期は 2010 年 10月に実施した。参加申

し込みは 7人（紹介者経由 3 人、直接申し込

み 4人）で、そのうち 3 人はオリエンテーシ

ョンにいたらず、1 人はオリエンテーション

にて次期の参加を希望した。1 人は全回欠席

で、参加者は 2人であった。 

第 5 期は 2011 年 2月〜3月に実施した。第

4 期までは日曜日昼間の開催をしていたが、

初めて土曜日夜間に開催した。新たな参加申

し込みは 10人（紹介者経由 6 人、直接申し込

み 4 人）で、1 人はオリエンテーションにい

たらなかった。オリエンテーションを実施し

た人のうち 4人は定員オーバーのため、次期

への参加をお願いした。1 人は全回欠席で、

参加者は 5人であった。 

参加申し込み数が大幅に定員を超えたため、

第 6 期を開催することとし、3月〜4月に実施

した。新たな参加申し込みは 4人（紹介者経

由 1 人、直接申し込み 3 人）で、1 人はオリ

エンテーションにいたらなかった。オリエン

テーションを実施した人のうち 1 人は定員オ

ーバーのため、次期への参加をお願いした。

参加者は 6人で、全員が全回参加した。 

 開始期に比べて、徐々に直接申し込み数が

増えている。また、クリニック検査で陽性が

判明し、フライヤーをそこでもらったことで、

プログラムの存在を知った人も増え、HIV 迅

速検査会 MaQ や PLuS+のブースで知った人も

いた。 

毎期終了後に実施する振り返りミーティン

グに加えて、サポーター候補者のための会も

開催し、プログラム継続には必然であるスタ

ッフ育成にも努めている。 

 

３)-③ プログラムの広報 

2007 年 11 月に電話相談のウェブサイトを

PCと携帯ともにアップした。その後、ひよっ

こクラブの開始にともない、広報チームを立

ち上げてサイトのリニューアルを検討し、

2010 年 4 月〜5月にリニューアルしたサイト

をアップした。支援サービスを必要とする人

にとって、探しやすい周知をすることが重要

であると考えてイメージづくりなどの工夫を



 

 

した。 

電話相談やひよっこクラブについて、陽性

者に情報が届くように、近畿全域の拠点病院

や保健所・保健センター等にフライヤーなど

の資材を配布してきた。 

また、大阪府立公衆衛生研究所の川畑拓也

さんと MASH 大阪が協働で担当してきたクリ

ニック検査キャンペーンにおいて、HIV 陽性

確認検査結果とともにフライヤーを医療者か

ら本人に渡してもらうことで、HIV 陽性とわ

かった時に情報を得やすい環境ができてきて

いる。 

同時に、HIV 検査に行く前や HIV 陽性とわ

かる前の段階で、陽性者のための支援サービ

スが関西にも存在することを知っておいても

らうことも大切であるため、MASH 大阪との協

働で広報をしてきた。MASH 大阪がアウトリー

チをしている MSM 向け商業施設へフライヤー

が配布された。また、MASH 大阪が発行してい

るコミュニティペーパーに電話相談の情報が

毎回掲載され、POSP の実施するサービスにつ

いての特集記事も組まれた。MASH 大阪がミド

ルエイジプロジェクトとして発行した冊子へ

支援サービスについての執筆協力も行った。

毎年MASH大阪主催で開催されてきたPLuS+に

おいても、陽性者向けの支援サービスの周知

を目指して、followや CHARM と共同でブース

を出展した。 

 

３)-④ 地域支援者のカンファレンス等 

関西地域で陽性者にかかわる人たち向けに、

職種や職場を越えて意見交換をしたり、課題

を共有したりするための場を設けた。電話相

談によせられた陽性者の声を共有する場とも

なった。 

＜平成 19年度＞ 

電話相談で得られた情報を共有する場、ま

た支援にかかわる人たちの意見交換の場を設

ける試みを行った。 

●2008 年 2月 3日【活動報告会】 

近畿圏内の保健行政、HIV 診療拠点病院、

検査相談機関、検査を実施しているクリニッ

ク、関西 HIV 臨床カンファレンス、NPO 等に

案内。 

当プロジェクトの活動内容の紹介を主な内

容とし、報告や意見交換の機会とした。 

関西の発生動向と戦略研究について（市川

誠一/名古屋市立大学）、新規陽性者の相談を

受ける中で見えること（生島嗣/ぷれいす東

京）、HIV 検査はゴールなのかスタートなのか

（矢島嵩/ぷれいす東京）、関西の拠点病院の

現状（岡本学/大阪医療センター）、陽性者サ

ポートライン関西の実践報告 （岳中美江/陽

性者サポートプロジェクト関西） 

参加者 91 人、発表 5 人、スタッフ 2 人。 

●2008 年 2月 24 日【ワークショップ】 

地域で活動する個人 29名に案内。 

HIV にかかわる様々な立場の方にそれぞれ

の立場から発言頂き、お互いの意見を聞きあ

う場として開催した。 

参加者 21人、スタッフ 7人。 

＜平成 20年度＞ 

関西における検査環境改善、地域の支援者

ネットワークの構築、また日常の検査相談や

陽性者支援の実践に役立てるための会を陽性

者支援経験がある方やその立場にある方を主

な対象として開催した。相談や活動の事例紹

介とグループワークを行った。 

●2008 年 5月 18日【ケースカンファレンス】 

近畿圏内の保健行政、拠点病院、NPO、連絡

希望をした個人に案内。 

陽性者サポートライン関西の事例紹介、グ

ループでの意見交換・検討を行なった。 

参加者 15人（保健師 9、心理職 4、SW2）、

発表者 1人（岳中美江/陽性者サポートプロジ

ェクト関西）、スタッフ 5 人（グループファシ

リテーター3、他 2）、オブザーバー1人。 

●2008 年 7 月 27 日【ケースカンファレンス】 

近畿圏内の保健行政、拠点病院、NPO、連絡

希望をした個人に案内。 



 

 

陽性者相互の支援活動をしている follow

より活動内容や陽性者の現状について話題提

供、グループでの意見交換・検討を行なった。 

参加者 30人（保健師 17、心理職 4、SW2、

医師 3、看護師 1、NPO2、その他 1）、発表者 2

人（follow）、スタッフ 9人（グループファシ

リテーター6、他 3）。 

●2008年 10月 26日【ケースカンファレンス】 

近畿圏内の保健行政、拠点病院、NPO、連絡

希望をした個人に案内。 

大阪市北区保健福祉センターの保健師に検

査サービスを提供する立場から話題提供、グ

ループでの意見交換・検討を行なった。 

参加者 29人（保健師 19、心理職 1、SW1、

看護師 3、NPO5）、発表者 1 人（松本恵子/大

阪市北区保健福祉センター保健師）、スタッフ

8 人（グループファシリテーター6、他 2）、オ

ブザーバー1人。 

＜平成 21年度＞ 

関西における検査環境改善、地域の支援者

ネットワークの構築、また日常の検査相談や

陽性者支援の実践に役立てるための会を陽性

者支援経験がある方やその立場にある方を主

な対象として開催した。ケースカンファレン

スからテーマを決めたミニシンポジウム形式

に変更し、発表時間と交流時間を設けた。 

●2009年 8月 20日【カンファレンス「地域

の支援者ネットワークを広げよう」】 

近畿圏内の保健行政、拠点病院、NPO、連絡

希望をした個人に案内。 

陽性者サポートプロジェクト関西から電話

相談の報告、大阪府から府の診療体制につい

て、大阪市から市の検査相談体制について発

表。参加者同士の情報交換や交流を行なった。 

参加者 31人（保健師 12、SW2、医師 3、看

護師 7、薬剤師 1、NPO6）、発表 3 人（岳中美

江/陽性者サポートプロジェクト関西、酒井典

子/大阪府感染症グループ、有馬和代/大阪市

保健所）、スタッフ 2 人、オブザーバー2 人。 

●2009 年 11 月 3 日【カンファレンス「HIV

陽性者支援における保健師の役割」】 

近畿圏内の保健行政、拠点病院、NPO、連絡

希望をした個人に案内。 

大木幸子さんより「保健所における HIV 陽

性者への相談・支援機能に関する研究」の報

告、参加者それぞれの立場から現在の活動状

況や今後についての意見交換を行なった。 

参加者10人（保健師6、SW1、看護師2、NPO1）、

発表者 1人（大木幸子/杏林大学）、スタッフ

4人。 

＜平成 22年度＞ 

地域の陽性者の支援者ネットワーク構築を

目的に開催してきた会は、これまでに多様な

立場で陽性者に関わる人たちが参加し、情報

交換やネットワーク構築の場として必要性が

認識されたため、地域の他機関が主体となっ

た継続を期待し、本年度は陽性者サポートプ

ロジェクト関西主催では実施しないことに決

定した。その結果、年に一度 NPO の活動報告・

交流会を主催している関西 HIV臨床カンファ

レンスが、支援者のネットワーク構築の機会

という主旨も組み込んで、今後当報告・交流

会を臨床カンファレンス会員以外にも案内を

拡大して開催することが決定した。2011 年 1

月に開催された。 

 

３)-⑤ その他地域の支援環境向上のための

活動 

【陽性者向け冊子「たんぽぽ」制作協力】 

どこで HIV 陽性とわかっても、包括的な情

報を提供し、必要な場合に相談先を見つけや

すくするために、大阪府内で共通して使用で

きる陽性者向け冊子の発行について自治体に

働きかけをした。東京都が発行している冊子

「たんぽぽ」を、大阪府・大阪市・堺市・東

大阪市・高槻市が合同で発行することが決定

し、編集会議に協力した。関西版「たんぽぽ」

は 2011 年 3月に発行された。 

 

【大阪市保健師研修への協力】 



 

 

2008 年度から 3年間、1日分の研修プログ

ラム企画と実施を担当した。HIV 相談の実際

について、ロールプレイを主に行うプログラ

ムを企画して実施した。ロールプレイにて、

利用者役を地域で活動するゲイ男性等に協力

をしてもらい、保健師により現実的な相談場

面を体験してもらう試みをした。2 年間は、

POSP主体で企画・実施をしたが、3年目の2010

年度は、保健所保健師がプログラムを主体的

に組み、進行も担当して、POSP はロールプレ

イ実施の協力という形式とすることができた。 

 

【大阪市保健師自主勉強会への協力】 

2008 年度から、大阪市保健所が大阪市保健

師の希望者を募って実施する勉強会の企画・

実施に岳中美江がスーパバイザーとして協力

した。2008 年度は「HIV/AIDS の勉強会」とし

て、医療、検査相談、陽性者理解、性行動な

どの基礎について、全 7 回の勉強会が実施さ

れた。勉強会を通して、検査前情報提供をす

るための媒体の見直しをすることも実践され

た。2009年度は「地域で HIV 陽性者を支える

ための保健師の役割」として、医療情報や事

例なども交えながら、全 3回の勉強会が実施

された。高齢者や障害者、包括支援センター

等の保健師にも勉強会の案内がされ、多様な

保健師が集まった。2010 年度は「地域に暮ら

す HIV 陽性者/AIDS 患者の療養支援について

一緒に学びましょう」として、大阪市の現状、

医療情報、性行動、MSM について、陽性者の

現状、療養支援における保健師の役割などに

ついて全 5回の勉強会が実施された。 

 

Ｄ．まとめ 

１）HIV 検査受検行動を促進するための啓発

資材・プログラムの開発と普及 

2008 年に実施された市川調査により、近畿

圏在住の MSM 人口は約 108,000 人と推定され

ている。一方 2007～2008 年に MASH 大阪が実

施した調査によると、大阪地区ゲイタウンを

利用する MSM は約 33,000 人であった。した

がって本研究事業は MSM 向け商業施設利用層

（約 33,000 人）および非利用層（およそ前

者の２倍の人口規模と想定される）という２

種類のクライアントに向けて戦略的に受検

行動促進啓発を働きかけるものとして計画

され、実施された。 

商業施設利用層のうち、クラブ利用者に対

する受検行動促進啓発プログラム【ナイトプ

ロジェクト】では、期間中、のべ 49 のイベ

ントにおいて、映像/音響資材、コンドーム

キット（場合に応じてコンドーム＆資材パッ

ク）計 12,580 個、フライヤー10,300 部、そ

の他のノベルティグッズ 12,460 個が提供さ

れ、主に若年層 MSM に対して受検促進のメッ

セージが配信された。次にハッテン場利用層

に対しては【HATTEN+】が実施され、期間中、

24 の施設に 3 種 168 部のポスターを、16 施

設に 118,800個のコンドーム＆資材パックが

配布された。また、ハッテン場オーナーおよ

び従業員とのネットワーク構築が飛躍的に

進んだ。 一方、商業施設を利用しない層を

含め地域の MSM全体に向けてのプログラムと

しては、【スライドショープロジェクト】、

【PLuS＋】、【WEB プロジェクト】および【ク

リニック検査キャンペーン】の４つが実施さ

れた。まず一般街頭における受検行動促進啓

発プログラム（【スライドショープロジェク

ト】）においては、期間中、８会場において

約 9,400 人の観客に向けスライドショウを上

映した。会場はすべて公共空間であり、通り

がかりの人々を含め、ゲイ向け商業施設を利

用しない MSM層への発信が可能となった。次

に大型イベントによる受検行動促進啓発プ

ログラム【PLuS＋】を開催することにより、

期間中、大阪市北区扇町公園を舞台にのべ約

14,500人のMSMに向けて受検行動促進のメッ

セージが発信された。またインターネットを

利用した受検行動促進啓発プログラム【WEB

プロジェクト】においては、運営した４つの



 

 

サイトに対して 2010 年にアクセスしたセッ

ションは 109,411 件であり、このうち、【ク

リニック検査キャンペーン】関連情報を含む

サイト【dista.b】には 58,328 件のセッショ

ンがあった。このことはのべ約 58,000 人の

閲覧者に向けて受検促進のメッセージが配

信されたことを意味している。 

最後に、商業施設利用層、非利用層を問わ

ず、中高年 MSM を対象とした受検行動促進啓

発プログラム【ミドルエイジプロジェクト】

を実施したことにより、まず 45 歳を境目と

して MSM層内に情報格差が見られ、45歳以上

の年齢層においては予防知識・行動、受検行

動が低いことが明らかになった。これをふま

え、商業施設のオーナー・従業員向けに「ミ

ドルエイジ向けセクシュアルヘルス・ガイド

ブック」を作成し配布したところ、新たに 14

軒の施設が受け取りを承諾し、また「顧客か

ら相談をうけたときに活用している」など、

好意的な反応が寄せられた。 

 

２）HIV 検査体制の整備と拡大 

キャンペーンにおいて一定数の受検者が確

保でき、MSM の受検機会の拡大とクリニック

の周知という目的は達せられた。保健所の

HIV 検査に比べ、高い陽性率を示したことも

重要であり、３年間で約 30 名の HIV 陽性者を

医療に繋ぐことが出来た。一方金銭的な面で

は、今後同様の手法を導入するのに課題が多

いことが明らかとなった。 

HIV迅速検査会【MaQ】については、最終的

に 169人が受検したが、その多くは当日に検

査会を知った人であった。このことは「人の

いる場所へ出向く」検査相談が機能したこと

を物語っている。次に、受検者全員が結果を

受け取ったことは、イベントでの確認検査結

果を翌日に返す迅速検査が機能したことを示

唆している。陽性率は全受検者の 3.6％、MSM

受検者の 4.1％、関西居住 MSM 受検者の 5.1%

であったが、このことは、MSM 受検者の 70％

がこれまで、もしくは過去 1 年間に受検して

いない人であったことと合わせて、HIV 感染

の可能性の高い状況にありながら、わざわざ

HIV 検査には行かない層に対して受検機会を

提供できたことを物語っている。事前広報を

しなかったこと、リスクスクリーニングを導

入したことがある程度機能したと考えられる。 

 上記から、HIV迅速検査会【MaQ】は、高い

感染リスクの状態にありながら受検行動につ

ながりにくい MSM層に向けた臨時迅速検査と

して、一つのモデルを提供できたといえる。 

 

３）相談体制の整備 

エイズ発症して報告される数を減らすため

には、検査の普及とともに、陽性とわかる人

のための支援サービスが不可欠であることか

ら、戦略研究の一環としてこの相談支援体制

の整備に取り組むプロジェクトが組織された。 

以前から地域に必要であった電話相談や陽

性とわかって間もない時期の支援プログラム

を、戦略研究を機に立ち上げることができた。

それにより、これまでに関西に存在した陽性

者向けのサービスに加えて、陽性者が選択で

きる相談支援サービスの数や種類が増えた。 

陽性者や周囲の人が生活する地域に相談サ

ービスが充実することにより、検査を受けや

すくなる、検査を提供しやすくなる、および

検査を勧めやすくなることにつながることが、

MASH 大阪やクリニック検査キャンペーンと

の連携の中でより明らかになった。 

顔の見えた横のつながりが、自治体や保健所

と医療機関、自治体や保健所と NPO、医療機

関と NPO、NPO と NPO 等でできることにより、

支援にかかわる人が活動しやすくなるだけで

なく、支援を必要とする人にとっての環境向

上につながる。戦略研究を通して強くなった

地域間および地域内のネットワークは、関西

地域にとって大事な成果である。 

 

 



 

 

４）総括 

 受検行動を促進するための啓発資材・プロ

グラムの開発と普及に関しては、商業施設利

用層、非利用層の双方に向けて集中的に働き

かけるプログラムが計７つ計画され、実施さ

れた。前述のごとくプログラムにより多少の

凸凹はあるものの、限られた予算と人員のも

とで最大限のアウトプットが得られた。これ

らのアウトプットがどのようなアウトカム

（成果）をもたらしたのかは、今後のデータ

分析を待たなければならないが、【HATTEN+】

【PLuS＋】【WEBプロジェクト】など、商業施

設利用層・非利用層を問わず広く地域の MSM

に向けた大規模な普及啓発事業が展開できた

ことには大きな意味がある。特に【PLuS＋】

と【WEB プロジェクト】は期間中に地域にす

っかり定着したプログラムとなっており、今

後どう展開していくかが大きな課題となって

いる。また 45歳以上の中高年 MSM に向けた普

及啓発事業の端緒が開かれたことも有意義で

あった。 

 HIV 検査体制の整備と拡大については、め

ざましい成果が得られた。【クリニック検査キ

ャンペーン】は、多くの陽性者を掘り起こし

ただけでなく、既存の医療機関に対する MSM

のアクセスを大幅に向上させた点で画期的な

意味をもつ。また迅速検査会【MaQ】は、かつ

て MASH 大阪が実施した臨時検査イベント

【SWITCH】（2000～2002 年）と同様、迅速検

査の一モデルを構築した。 

 相談体制の整備の面でも、めざましい成果

が見られた。陽性者を支援する複数のプログ

ラムが立ち上がり、支援の質が大幅に向上し

たことは間違いない。幸い、これらのプログ

ラムは NPO CHARM によって引き継がれること

が決まっており、その端緒を開いたという意

味でも本研究の成果といえる。 

 最後に、数字には表れない成果として、戦

略研究に参画したすべてのＮＧＯ/ＮＰＯ、研

究者、自治体と保健所、医療機関のあいだに

「顔の見える横のつながり」が形成されたこ

とがあげられる。戦略研究を通して構築され

た地域内のネットワーク、地域を超えたネッ

トワークは、今後、当該地域のエイズ対策を

展開するうえで大きな財産となることは間違

いない。 
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